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１．前回（平成28年10月）における活動報告の概要 【直近の災害を踏まえた施策の分析】
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１．前回（平成28年10月）における活動報告の概要 【継続の仕掛け】

伊万里市、唐津市、多久市、小城市、武雄市
でマイ防災マップの取組を実施中である。

先行事例を実務者連絡会で共有することで、
他の自治体への意識啓発を行う。

■先行事例の共有による自治体の意識啓発

Ｈ２７年度は小城市、白石町でタイムラインを作
成し、平成２８年度は検証を実施した。

平成２８年度は多久市で作成し、検証を進める
予定。今後は、他自治体に広げていく。

■検証結果の共有によるＰＤＣＡの継続実施

小城市、白石町で作成

小城市、白石町で検証を実施

H27

H２８

多久市で作成予定

多久市で検証実施H２９

H●● ●●市（町）で作成予定

作成事例等を実務者連絡会で共有

他自治体へ広げていく
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伊万里市 全行政区で作成H26

唐津市
多久市
小城市
武雄市

以上の市で作成中

H27

H28

H●● ●●市（町）で作成予定

マイ防災マップの取組 タイムラインの作成・検証

今回
紹介



■学識者からの意見

荒牧先生

渡邊先生 北川先生 大串先生荒牧先生
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タイムライン作成

学識者・関係機関からの意見聴取

実際の災害や訓練等により検証P D

Cタイムライン改善A

２．タイムラインの取組について 【自治体タイムラインの作成】

自治体のタイムラインは、職員自ら計画案を作成し、実際の災害や訓練を通して検証を行った。
学識者や関係機関からの意見を踏まえてタイムラインを改善し、ＰＤＣＡのサイクルを実践した。



２．タイムラインの取組について 【自治体タイムラインの実施状況】

六角川流域のうち、小城市では平成２６年から、白石町では平成２７年から、多久市では平成２８年からタイ
ムラインを作成をスタートし、実災害での検証や学識者や関係機関からの意見を踏まえ改良しました。
平成２９年度は、江北町でタイムラインを作成する予定です。

H２８

H30
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小城市

白石町

多久市

江北町

H２９

H27

H28.6.22 実災害で検証

H28.9.3 実災害で検証

H28.9.20 実災害で検証

H28.9.7 事務局会

H28.10.24 第1回研修会（洪水）

H28.12.20 第2回研修会（洪水）

H27.12.22 第2回WS（土砂）

H29.2.17 実務者連絡会 H29.2.17 実務者連絡会

P

C

H27.8.7 事務局会

H27.10.13 第1回WS（高潮）

H28.1.19 第2回WS（高潮）

H29.2.17 実務者連絡会

P

D

P

C

六角川

牛
津
川

嘉
瀬
川

・実災害で検証予定

・訓練で検証予定

H28.2.29 検討会

D

･タイムライン（改善）
A

C

H2６
P

C 平成29年度より、タイムラ

インを作成予定

･タイムライン（改善） AA･タイムライン（改善）

H28.6.22 実災害で検証

H28.9.3 実災害で検証

H28.9.20 実災害で検証

H28.2.29 検討会 C

H26.11.17 第1回WS（洪水）

H27.1.28 第2回WS（洪水）

H27.2.25 検討会

H26.12.25 検討会 C

P

C

P
H27.8.7 事務局会

H27.8.21 第1回WS（土砂）

H27.8.24 実災害で検証 D

D

PH28.1～H28.2 （洪水＋土砂）



○２回の研修会を実施し、洪水を対象とした被災シナリオに基づき、職員自らタイムラインを作成した。
○１回目の研修では、基礎知識の学習やグループワークを実施し、「災害時の行動を見える化」する作業を行った。
○２回目の研修では、３００項目の防災行動を全対策部で確認、一本化する作業を行った。
○市長からは「災害をイメージし考えることが重要だ」とする講評があった。

■タイムライン作成の研修会 【多久市】

２．タイムラインの取組について 【多久市タイムラインの作成】 参考１

■タイムラインの講評 （H28.10.24 第１回研修会)

－災害をイメージし考えることが重要－
○「災害をイメージする力
が大切である。
○課長がいなくても若手
が災害対応をやらなくて
はいけない場面があるの
で、場面ごとでどうするか

を考えることが重要である。 市長の講評

多久市タイムラインのチラシ第2回研修会（ H28.12.20実施)第１回研修会（H28.10.24実施)

参加人数：約60人参加人数：約７0人

■３００項目の防災行動を全対策部で確認＆一本化

参加した全職員でタイムラインを確認し対策部ごとで齟齬がある項目を一本化

■次年度の予定

（H28.12.20 第2回研修会)

○今回の成果を各対策部長が中心となってまとめ、年度内に全職員にタイムラインを共有する。
○全職員で共有したタイムラインを次年度の5月の訓練で活用し、ブラッシュアップを図るとともに

タイムラインの浸透化を図る予定。

■成果と課題
○参加した全職員で齟齬がある項目を一本化し、避難準
備、医師確保の等の場面を再確認することができた。

○タイムラインが浸透して使えるようになることが課題。
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○９／３～９／５の台風１２号におけるタイムライン適用による検証を実施。

○９／１８～２０の台風１６号及びこれに伴う豪雨時には、台風１２号でのフィードバックを活かしてタイムラ
インを適用して対応した。

■PDCAの実践：タイムラインの検証 【小城市】

本部会議の状況（H28.9.３実施)

■成果と課題

（検証結果について）
・台風１２号でのタイムライン検証を活かし、前回よりスムーズに対応できた。
・活動時期とタイミング、ごみ収集判断、休校判断、細かい点での抜け等を活かすことができた。

（今後に向けて）
・晴気川、福所江の水位等の状況が気になった。水位計だけではわからないので、リアルタイムに川の
状況を見ることができるようなカメラが必要だと考える。

タイムラインの常設状況
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２．タイムラインの取組について 【小城市タイムラインの検証】 参考２



○平成２８年９月３日台風１２号では、実際にタイムラインの表（大判）をホワイトボードに張り出して、実際
の行動項目をチェックしながら対策部全員で共有した。

○水防活動時期や休校の判断時期の課題や使い勝手（見易さ）に関する改良点などタイムラインの使用
によって具体的な課題を得ることができた。

■PDCAの実践：タイムラインの検証 【白石町】

タイムラインのチェック状況本部会議の状況（H28.9.３実施)

■成果と課題

（タイムラインの行動内容について）
・各課（各対策部）の行動は、災害時にチェックできるよう具体的かつ詳細な行動を落し組む必要がある。
・行動時期についてズレがある箇所を修正する必要がある。
（ごみ収集判断はもっと早い。休校判断は遅く等の判断箇所（タイミング）を検討する必要がある。）

（タイムラインの使い易さについて）
・大項目、中項目、小項目にチェック欄を明示した。（タイムラインを壁に貼り、行動項目にチェックを実施
し、行動の確認ができた。

・メイン担当等で色分けするなど、見易さの工夫も必要（行動や主体課・連携機関の視認性を向上。

タイムライン記入の結果
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２．タイムラインの取組について 【白石町タイムラインの検証】 参考３


